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根拠法令・個別計画
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◆26年度実施内容

地元の市議会議員、区長、商店街等と整備に関する懇話会を開催して、事業の進捗状況及

び今後の予定について報告を行った。

【主な実施内容】

  道路実施設計業務委託等の実施

　市道布袋内津線外の道路改良工事の実施（延長約179ｍ）

  用地購入 3件、物件移転補償 2件

【今後の実施予定】

　平成27年度　駅前広場実施設計、駅前広場整備ワークショップ

　　　　　　　　　 市道布袋内津線外の道路改良工事、用地買収、物件移転補償等

　平成28年度　駅前広場工事等

◆26年度直接経費の内訳

　消耗品費、食糧費（1千円）
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分野別計画

予算区分

事業期間

鉄道駅周辺の都市機能を強化します
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平成２４年度

都市基盤

8

～

都市政策課

政策推進係

5

道路法、田県神社前駅周辺整備計画

3

平成２８年度

市街地整備

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市道布袋内津線に歩道を設置するとともに、事業区域内に駅前広場や道路などの整備を行

うことにより、田県神社前駅周辺の安全性、利便性の向上をさせる。
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正職員

従事者数

人件費

0.50

　消耗品費、食糧費（1千円）

　測量設計委託料等（3,146千円）

　道路改良工事費（10,900千円）

　用地購入費（371,416千円）

　物件移転補償費（50,378千円）

◆27年度直接経費の内訳

　消耗品費、食糧費、手数料（521千円）

　測量設計委託料等（14,100千円）

　道路改良工事費（48,100千円）

　用地購入費（352,849千円）

　物件移転補償費（145,500千円）
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事業実施におけ

る課題

駅周辺の安全性・利便性を向上させるために、地権者の理解を得ながら計画的に物

件移転補償、用地買収を行うことにより、円滑な事業遂行を図る必要がある。
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事業の

達成状況

市道布袋内津線、久保一色佃６号線において道路改良工事を実施するとともに、新

たに事業用地取得契約を1件（約3,467㎡）行った

また、地元懇話会を１回開催して、事業の進捗状況及び今後の予定について報告を

行った。
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２期工事の進め方などについて、地元懇話会の意見を取り入れながら事業遂行を図

る。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

平平平平

成成成成

２２２２

８８８８

年年年年

度度度度

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

２８年度以降

の改善案

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

駅利用者の安全性・利便性を向上させ、さらには当地区の活性化を図るために継続

して事業を実施する必要がある。

判定理由

自転車及び歩行者の安全性、利便性等の向上が図れないため、交通事故を誘発す

る恐れがある。また、事業区域内の市及び市土地開発公社の所有地が未利用のまま

放置される。

維　持

地元懇話会、整備に関するワークショップを開催して、事業の進捗状況の報告、意見

聴取を行うことにより、地権者及び地元住民の理解を得ながら計画的な事業遂行に

努める。
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一次評価のとおり。


